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市政一般質問

　全国学力・学習状況調査によると、大村市の児童生
徒の地域行事やボランティア参加率は、全国及び県平
均よりも低い結果となっている。学力が全国平均を下
回っている現状も確かに心配であるが、このことはそ
れ以上に問題である。教育委員会の見解と対応を尋ね
る。

田中　秀和 議員

　新嘗祭は、毎年秋に行われる宮中祭祀の１つとして
行われ、天皇陛下がその年に収穫された初穂をお供え
し、収穫を喜び、五穀豊穣に感謝した後、新米である
初穂を召し上がられる。学校給食でも、この祭典に合
わせ、新嘗祭以降に新米を提供し、お米が日本人の主
食であることの自覚と子供たちが収穫を祝い感謝する
気持ちを育む取り組みをすることはできないか尋ねる。

山口　弘宣 議員

学校及び児童生徒と
地域行事の関わり

答

お米が主食であることの
自覚と感謝

答
　全国学力・学習状況調査において、地域
行事に参加している児童生徒の割合が、全

国や県の平均に比べて低かったことについては、
大変残念に思っている。この課題の改善のために
は、家庭、地域の連携・協力が不可欠であると考
えている。学校では、引き続き地域素材や人材の
活用など、地域の良さに触
れる学習機会を設け、年間
を通して計画的に実施する
よう指導したい。

　本市の学校給食では、大村市内で収穫さ
れた米を100％使用している。毎年11月

後半には新米に切り替わるが、その際には、児童
生徒に周知するなど、引き続き生産者や自然に対
し、感謝の気持ちを持
つことの大切さを伝え、
豊かな心を育む食育を
さらに推進したい。

　市は、平成31年度に中学校の普通教室へのエアコン
の整備を目指しているが、以下の視点が欠けているた
め、計画的に進めることを求める。①PDCAサイクル
の履行。②詳細な室温調査の実施。③国等の有利な財
源の活用。④小学校への整備計画の策定。⑤指定避難
所として求められる防災機能の検討。⑥公共施設等総
合管理計画との整合性。

神近　寛 議員

　学期制検討委員会の答申により2020年度から小中
全校を三学期制に戻すと決定した。学習指導要領の改
訂により教員の仕事量増は明白である。教員の環境改
善は、ひいては子供の教育環境改善につながり、「豊
かな学力」「確かな育ち」が芽生えると考える。４月
中に設置する準備委員会で教員の働き方改革について
もしっかり検討することを約束してほしい。　

城　幸太郎 議員

手放しでは喜べない
中学校へのエアコン整備　

答

三学期制への移行について

答
　近年の気温上昇にかんがみ、学習環境の
改善を目的に、進路決定の重要な時期を過

ごす中学校から整備することとした。小学校への
整備は、平成32年度からの３学期制への移行や、
アセットマネジメント計画における小学校校舎の
建替えスケジュールを踏まえ検討したい。事業費
については、国への交付金の申請は行わず地方債
を活用したい。避難所機能については平成30年度
から関係部局で協議に入ることとしている。

　現在、教職員はさまざまな問題に時間を
費やしており、授業にかける時間が少なく

なってきている。これを機にオンとオフのはっき
りした教職員の働き方改革を行い、子供たちにも
元気を与え、一芸に秀でた子供たちをたくさん認
め、たくさんいいところをほめて、短期間のうち
にそのような大村の子供たちを育てていきたい。

教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ

　市は、平成29年６月定例会において、平成32年度
末までに新市庁舎を建設するという非常に時間的に余
裕のない建設スケジュールを示した。現在策定中の新
庁舎建設基本計画の公表時期、基本設計や実施設計に
係る業者選定の時期など、今後のスケジュールを示し
てほしい。また、プロポーザル方式による設計業者の
選定の過程で、業者からの提案（プレゼンテーショ
ン）の公開をすべきでないか。

伊川　京子 議員

新市庁舎建設

答 　新市庁舎建設スケジュールについては、
平成30年５月までに基本計画を策定し、

６月上旬には公表したい。また、基本設計と実施
設計については一括発注とし、６月にプロポーザ
ル方式により事業者を公募し、９月ごろまでには
事業者を選定したい。また、業者からの基本設計、
実施設計の提案については、基本的に公開するこ
とを考えている。

行財政・一般

注6

　大村公園をさらに美しくするため、玖島川沿いの遊
歩道と対岸の駐車場をつなぐ橋を架けることはできな
いか。また、護岸が崩れかかっている大村藩お船蔵跡
を整備することはできないか。また、桜田の堀につい
て、外周にある木柵が老朽化し危険であるため、早急
に整備することはできないか。

永尾　髙宣 議員

大村公園をさらに美しく！！

答  架橋については、今後の河川改修計画に
あわせ、総合的に検討したい。また、お船

蔵跡の護岸については、何らかの復旧が必要と考
えている。なお、当海岸は、海岸保全区域であり、
県史跡の指定もなされていることから、関係機関
と協議したい。また、桜田の堀の木柵については、
大村市公園施設長寿命化計画に基づき、平成30年
度から整備する計画であり、危険と思われる箇所
は、応急的な補修により対応している。

都市整備

村上　秀明 議員

都市計画マスタープラン
の修正見直し

　本市が策定している「総合計画」、「人口ビジョ
ン」では、平成37年の目標人口を10万人と設定して
いる。一方で「都市計画マスタープラン」の平成40年
の目標人口は、９万1,000人と設定されており、これ
らの計画に整合性を持たせることは不可欠と考える。
「都市計画マスタープラン」の目標人口と土地利用計
画等も含め、早期に見直すべきではないか。

答 　平成24年３月に策定した都市計画マス
タープランについては、策定からおおむね

10年後に見直すこととしており、あわせて、本市
を取り巻く情勢の変化を踏まえ、必要に応じて見
直しなどを行うこととしている。平成30年度には、
土地利用計画の基となる都市計画基礎調査を県と
連携して実施することとしており、今後、同プラ
ンの見直しに向けた取り組みを進めていきたい。

都市整備
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